
※
統
計
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
市
内
の
救
助
（
救
助
出
動
件

数
は
、
前
年
よ
り
39
件
増
加
）

■
市
内
の
救
急
（
前
年
よ
り
救

急
出
場
件
数
５
５
４
件
・
搬
送

人
員
６
２
４
人
増
加
）
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■
市
内
の
火
災（
火
災
件
数
は
、

前
年
よ
り
15
件
増
加
）

  【
火
災
予
防
対
策
】こ
ん
ろ
の

そ
ば
を
離
れ
る
時
は
火
を
消
し

ま
し
ょ
う
▼
空
気
が
乾
燥
し
て

い
る
日
や
強
風
時
に
は
、
た
き

火
を
や
め
ま
し
ょ
う
▼
た
ば
こ

の
後
始
末
を
徹
底
し
、
寝
た
ば

こ
は
や
め
ま
し
ょ
う
▼
放
火
を

防
ぐ
た
め
に
家
の
周
り
に
燃
え

や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ち
づ
く
り
女
子
会
は
、
女
性
が

積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
へ
参
画
し
、

地
域
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目

的
に
開
催
。
1
月
10
・
12
日
に
3
回

目
と
な
る
「
ま
ち
づ
く
り
女
子
会
」

が
開
か
れ
、
各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
で
活
躍
す
る
女
性
が
集
ま

り
、
活
動
の
悩
み
や
女
性
が
得
意
と

す
る
活
動
、
今
後
取
り
組
ん
で
み
た

い
活
動
な
ど
女
性
同
士
で
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平成
29年

火
災・救
急・救
助
の
統
計
～
女
性
の
視
点
を
ま
ち
づ
く
り
に
～
ま
ち
づ
く
り
女
子
会
開
催

火
災
＝
消
予
防
課

926
９
２
４
７・
926
９
１
６
３
、
救
急・

救
助
＝
消
警
防
課

926
９
２
２
７
・

926
９
１
８
８

市
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
課

948
６
９
６
３・
9３４
３
１
５
７

【救急】

事故種別の内訳
総件数

2万5,652件
（100%）

急病
61%

その他
14%

交通事故
11%

一般負傷
14%

【救助】

事故種別の内訳
総件数
202件
（100%）

交通
26%

火災
5%
水難
10%

建物
43%

その他
16%

　
救
急
出
場
件

数
は
、
平
成
20

年
か
ら
増
加
傾

向
に
あ
り
、
入

院
の
必
要
の
な

い
軽
症
者
の
利

用
も
増
加
し
て

い
ま
す
。
緊
急

を
要
す
る
人
の

た
め
に
、
救
急

車
の
適
正
な
利

用
を
お
願
い
し

ま
す
。

平成29年 平成28年 前年比

出場件数 2万5,652件 2万5,098件 554件増

搬送人員 2万3,872人 2万3,248人 624人増

　
救
助
出
動
件

数
お
よ
び
救
助

人
員
と
も
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

最
も
多
い
事
故

は
、「
建
物
内

に
閉
じ
込
め
ら

れ
る
な
ど
の
事

故
」
で
す
。

平成29年 平成28年 前年比

出動件数 202件 163件 39件増

救助人員 148人 122人 26人増

 　

平成29年 平成28年 前年比
火災件数 137件 122件 15件増

焼損床面積 1,897㎡ 2,077㎡ 180㎡減
損害額 78,986千円 111,957千円 32,971千円減
死者 6人 5人 1人増

負傷者 31人 19人 12人増

主な出火原因
こんろ 17件 放火 14件
たき火 15件 放火の疑い 10件
たばこ 14件 火あそび 8件

■道路の占用とは？
　道路上（上空含む）に看板や日よ
け、照明器具、足場などを設置し、
継続して道路を使用することをいい
ます。道路を占用するにはその道路
の管理者（市道の場合は松山市）の
許可を受け、面積や設置期間に応じ
た占用料が必要です。
■安全・安心な道路空間を
　市内には許可基準に適合しないも
のや、無許可で道路上に設置してあ
るもの、本来道路にはみ出してはい
けないもの（陳列商品・のぼり・置
き看板・庭木など）があります。こ
れらは通行上の支障になるとともに
事故の原因になり、責任を問われる
ことがあります。

　本市では市民の皆さんが、安全・
安心に通行できる道路空間の確保を
目指し、道路占用物の適正化を推進
しています。
●許可を受けていない物件は速やか
に手続きを
●道路上にはみ出してはいけないも
のは敷地内に置くか撤去を

menu

道路管理課 948-6975・ 934-1805
 

道路の占用は許可の手続きを

 

 

◦
他
地
区
の
女
性
の
活
動
を
聞
い

て
、「
私
た
ち
も
！
」と
刺
激
に
な
り

ま
し
た

◦
他
地
区
の
人
と
悩
み
を
共
有
で

き
て
、一緒
に
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば

と
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た

◦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
女
性
部

が
で
き
た
の
で
、今
後
も
ま
ち
づ

く
り
に
貢
献
し
た
い
で
す

◦
女
子
会
の
よ
う
に
気
軽
に
集
ま

れ
る
場
を
作
り
、協
力
者
を
増
や

し
て
い
き
た
い
で
す

参
加
者
の
声

 会場 市総合福祉センター、ハーモニープラザ（いずれも若草町）
※駐車場なし
 対象 市内在住または通勤・通学しており、全日程受講可能な人
 料金 各１，０００円（教材費は別途必要）
 申し込み ３月８日㈭（必着）。往復はがきで住所、氏名（ふりがな）、職業、電話
番号、希望講座を〒790-0808若草町８-２市社会福祉協議会「ボランティア養
成講座」係へ

 日時・内容・定員 下表のとおり（初級・中級および入門・基礎は続けて受講可）

 対象 市内在住の身体障害者手帳を持つ人
 料金 講座によって材料費が必要
 申し込み ３月１日㈭（必着）。直接または往復はがきで住所、氏名（ふりがな）、
電話番号、希望講座名、送迎希望および手話通訳などの有無を〒790-0808
若草町8-2市身体障害者福祉センター「教養講座」係へ

 日時 ５月～平成31年３月
 会場 市身体障害者福祉センター
 内容・定員  下表のとおり▶手話通訳・要約筆記あり
※地域によって送迎サービス可

市社会福祉協議会ボランティア活動推進課 921-2141・ 921-
8360 市身体障害者福祉センター 921-2151・ 921-2152

講座名 コース 開講期間 曜 日 時 間 回 数 定員（抽選）

点字
初級 4月10日～9月4日

毎週
火曜日

10：00～
12:00

各20回 15人
中級 9月18日～平成31年2月12日

手話
（午前の部）

入門 4月10日～8月21日 18回
30人

基礎 9月4日～平成31年2月12日 22回

手話
（夜の部）

入門 4月10日～8月21日 18：30～
20:30

18回
37人

基礎 9月4日～平成31年2月12日 22回

朗読
初級 4月11日～7月4日 毎週

水曜日
10：00～
12:00

12回
20人

中級 7月18日～10月17日 13回

講座名 曜 日 時 間 定員（抽選）
社交ダンス 毎月第１・３月曜日 10：00～12：00 15人
カラオケ 毎月第２・４月曜日 13：30～15：30 20人
絵手紙

毎週火曜日
10：00～12：00 20人

パソコン（入門） 13：30～15：30 10人
生活支援Ⅰ 5人

書　道
毎週水曜日

10：00～12：00 20人
パソコン（応用） 13：30～15：30 10人

生活支援Ⅱ 5人
革工芸 毎月第１・３木曜日 10：00～12：00 10人

ペン習字 13：30～15：30 15人
料　理 毎月第２・４木曜日 10：00～12：00 20人
俳　句 毎月第１・３金曜日 10：00～12：00 15人
陶　芸 毎月第２・４金曜日 13：00～15：00 20人

　障がい者への理解やボランティア活動への参加・促進を目指して開催し
ます。

ボランティア養成講座（点字・手話・朗読）受講生募集 若草地域活動支援センター 教養講座

まちづくり女子会の様子


